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大学生の運動・スポーツ活動と生活満足度の 

関連に関する質的研究（1） 

—―「継続」と「再社会化」の視点から―— 

 

藤 ，大 ， 葉月， ， 太 
 

．  

年，大学生の運動・スポーツ実施 の ， に 体力 が と ている．

の に ，1991 年の大学設 基準の ，いわ る「大 化」により大学における保

健体育関連科 が 科 く た とが ら る．SSF 笹川スポーツ財団（2012）

10 代のスポーツライフについて調査を実施している．10 代の運動・スポーツ実施 に

ついて，「 1 年 に たく運動・スポーツを行わ か た者」 14 5 ，一方「週 7

回以上（364 回以上/年）運動・スポーツを行 た者」 33 2 と ており， の

調査と して「 たく運動・スポーツを行わ か た者」の 合 少しているが，「週

7 回以上」の実施者 加していると報告している． た，SSF 笹川スポーツ財団（2013）

の調査を 2012 年に 実施しており， によると「週 5 回以上，1 回 120 分以上，

運動強度『ややきつい』以上」の「レベル 4」 ）の 合 26 2 ，「 1 年 に たく

運動・スポーツをし か た（0 回/年）」の「レベル 1」の 合 13 0 と ており，大

学生を 10 代の運動・スポーツ実施 化が として いている． 

した とから大学生の運動・スポーツ活動に関する研究・調査が行わ ている．浪

越ら（2003） ，大学 1 年生を に「高等学校 代における運動部所属の び運動

部活動経験が大学生の運動生活 びスポーツ生活に のよ に影響を与えているのか」を

らかにしている． の ，運動部所属経験の る者 して運動を行 が る

とを報告している．河合ら（2007） ，大学体育会に所属する学生のスポーツ活動と生

活満足度の関係を，性別，学年，所属から分析し，体育会に所属している学生 生活 体

に して「やや満足」しており， の中 「人 関係」や「スポーツ活動」に する満

足度 的高い とが らかに たとしている．藤原・堺（2010） ，大学における

スポーツ実施と高等学校におけるスポーツ経験との関係を調査している． の ，大学

において運動部や運動 ー ルに加 している者 高等学校 代に 運動部等のスポー

ツ ラ に加 していた者が く，大学生活 の満足度 運動部や運動 ー ル加 者

の方が 加 者より 高い とを報告している．井上ら（2011） ，大学生の運動部活動
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と生活習慣との関連を調査している． ，運動部に所属している学生の方が生活の

が一定 規 しい生活を ている に ると ている．阿知波・山田（2012）

，20 代女性の運動習慣の る者の 合が の年代，性別に く， の のた

に 20 代 の女子大学生 1 年生の から，定 的に運動を行 よ に行動変容を

す とが 要 るとい から，女子大学生の運動行動変容ス ー と生活習慣 び

生きがい感との関連を調査している． の ，運動行動ス ー が と生活習慣，健

康度，生きがい感が上 する に たとい ．  

以上みてきたよ に，大学生の運動・スポーツ活動に関する知 ている．し

かし がら， の研究方法 質 調査を行 的研究が く，インタビュー調査を行い

事例について く する質的研究 少 い．加えて，大学生の運動・スポーツ活動と生

活満足度との関連について，スポーツの社会化理 （山口，1998）における「 」と「

社会化」の に基づいた質的研究 少 い． 本研究 ，スポーツの社会化理 に

おける「 」と「 社会化」の に基づき，大学生の運動・スポーツ活動と生活満足

度との関連を質的 ー によ て らかにする とを 的とする． 

本研究の 以 のとおり る．大学 代における運動・スポーツ経験 ，成人

の運動・スポーツ実施を し（藤原・堺， 上），健康や体力の保 に大きく関わる

の り， の の人生をより かにする一 と る の る．したが て，大学に

おける保健体育関連科 が 科 く た 代において，大学 代における運

動・スポーツ実施の 要性を する基 と る． 

 

．  

．  

本研究 ， 大学の学生 10 を とした． 者 ，大学体育会運動部や大学公 の

運動・スポーツ ー ルに所属し， 的に活 に運動・スポーツを実施している者とし

た． 者の 定について ， 者に次の 者を して ら ス ー ール・ ン

ン を した． 

 

．  

調査 ，2015 年 2 月 10 から 14 た． 
 

．  

本研究 ， 化インタビュー調査を実施した．インタビュー調査 60
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分実施し， 者より ら る 報が ら ると した 合に インタビュー

容にとらわ す いよ した． た，インタビューの実施 に 者に して，

研究の ， 的，方法を し，ラポールの 成に た．加えて，インタビュー 容

者の てデ タルレ ー ーに するとと に， にて した． 

1 調査 容を している．調査 容の 定に た て ，樋上ら（1996），山口ら

（2000），SSF 笹川スポーツ財団（2012）を参 にした． た， の に の研究 ン

ーによ てトライ ン ュレー ンを実施した． 

 

．  

本研究 ，大学生の運動・スポーツ活動と生活満足度との関連を す分析モデルを

成した（図 1）．分析モデル ，山口ら（2000），山口（2010b）をベースにし， の研究

ン ーによるトライ ン ュレー ンを行い，分析モデルを した． 方 の

に影響を している と， 方 の 一方 に影響を している と，を

している． た，分析モデルに基づいて モデルを する に ， の

の太 によ て影響の強 ，実 によ て の影響， によ て の影響，を すよ

にした． 

インタビュー調査の ， 段階 分析を実施した．第一段階 ，山口（2010a）が

した「一行簡潔法」を い，インタビュー を一行に簡潔に と た． して，第

段階 第一段階 一行に と たインタビュー を 法にて ルー 化し，図 1 の分析

モデルに らし合わ ，モデル化した． 
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要因 質  

人的属性 1．性別，2．年齢，3．学年，4．学部，5． ， 
6．  

 
運動・スポーツ経験 

1． 少 の運動・スポーツ経験 
2．中学校 の運動・スポーツ経験 
3．高校 の運動・スポーツ経験 

 
の運動・スポーツ実施

「 」・「 社会化」 

1． の運動・スポーツ実施  
2．実施している運動・スポーツ  
3．運動・スポーツ の実施 度 
4．運動・スポーツ を実施している理  

要 者 1．運動・スポーツ実施に影響を した 者 
2．運動・スポーツ実施に影響を している 者 

 
スポーツ  

1．運動・スポーツに する え 
2．運動・スポーツに する  
3．運動・スポーツに する い 

生活満足度 1． の生活に する 的満足度 
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． および考  

．  

本調査の ， 「 」と「 社会化」の代 的 ン ルを した．「 」

学校の から一 して 道を している事例 る．「 社会化」 学校

ーを た のの高校 学 に一度 ーを ，大学 学を に ーに「 社会

化」した事例 る．以 の 体的 容を する． 

 

．  

本事例 ， 学校 2 年生のときに 人に わ た とをき かけに 道を ，

16 年 している． 道を行 てきた中 「 しい 」や「つらい 習」

とい た「 ィ スポーツ経験」をしてきたが，「 習をす 道の が し

たし， 合に て い を す とが きた」 とが「ポ ィ スポーツ経

験」として ている． のポ ィ スポーツ経験が ィ スポーツ経験を

し， 道の につ が ている とが かがえる． た，「 道 や てて しいし，

とり え 道 て感 ．」とい た「スポーツ 」 道を する とにつ が て

いる． して， 道の に 大き 影響をおよ しているの ，「 道をや ていたお

か い 関係， とか とか， きたし．」と回 しているよ に「 」，「ラ

イ ル」，「 ー ・ イト」とい た「 要 者」 る とが らかに た． 

しかし がら，本事例が大学に 学した ，体育会 道部 部 た．

本事例 ， 道経験者に をかける して部 を ，体育会 道部を 活 ，

として部を と ている． 道を するた に 「 部 」とい ィ

を 変えてし ，本事例 道に して を しており， 道にの り込

いる とが理 きる． 

加えて，本事例 「 道を けて， に りたい す．」と 「 」を

している． の の 道の に に大き 影響を与えている． らに「『

た 道中心に えす や』 て から わ てる．」と から

る 道にの り込 おり，本事例の生活の中心が 道に ている とが かが

える． 

道の と の生活満足度について ，「 の生活に に満足している．」と

， の から 道を して行 ている とが の生活満足度につ が ている

とが る．以上みてきたよ に，本事例において，「ポ ィ スポーツ経験」，

「 要 者」，「 」が 道の に大き 影響をおよ し， 道を してい
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図 2 ケース の検証モデル 
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本事例 ， 学校 ーを た のの高校 学 に一度 ーを ，大学

学を に 度 ーを ている．本事例 学校 代に のすす を

たが， 理 理 たた に り き か たとい ． の 学校 4 年生の

に ーを ている． ーを たき かけ ， が き た とか

ら ラ ル代 り き た に たた た．加えて，

本事例 のよ に 人た と 行 ていたとい ．た し「 と び 」

行 ていた． して中学に 学した ， 部に 部するか ー部に 部するか み，

「 し たし， 学校の から一 にや てた が か た．」とい

とから ー部に 部した． の ー部 「 が 年変わる部 ， 分た

と や てて，週 に ー が る感 た．」と回 している．本事例 2 年生から

レ ュラーと り， の年「 た が上 くて 大会に た．」と ，「ポ ィ

スポーツ経験」をしている とが かがえる． 

して，高校に 学し， ー部に 部しよ と 習に参加した のの，本事例が

学した高校 の 学校 るとと に ーの強 校 た． のた

「み 上 す て， しが て 部を した．」とい 「 ィ スポ

要 者 

スポーツ  

高い 

生活満足 

ィ

スポーツ経験 

ポ ィ

スポーツ経験 
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ーツ経験」をしている． 本事例 ， 部や ン ール部 の部活動に 部

する と えたが，「 『する ら ー』とい しか くて， ーが

ら 強 大変 学校 たの 強をする とに た．」と を り え， ーか

ら「 」してし た．しかし がら， 強 よ に 「 と や

た．」と り ており，「大学 ーしよ 」と し， 強に を たと

ている． 

の ，大学 学とと に を 一人 らしを る ， の生活環境が

一変した． のよ 生活環境の変化について「 ての一人 らし たの ，

りたか た．」と回 している． らに「高校の や て か たの ラン が て

心 たけ ，本 高校 ーがやりたか たの ，大学 本 ーを

や と て ー部に ると ていた．」と体育会 ー部に 部した． のよ

に「生活環境の変化」と「 ーがしたか た」とい 「スポーツ 」が ー

の「 社会化」の要因の一つと ている とが かがえる． して，本事例

ーを して行 ている． 

以上みてきたよ に， 学校から スポーツを行 てきたとい 経験から「や

りスポーツ き」，「 ーをやりたい」とスポーツを 定的にとらえている「ス

ポーツ 」が ー の「 社会化」に影響をおよ している とが理 きる．

ー の 社会化と の生活満足度について，「部活が るから生活 がし かり

きる． て か たら してた．」，「 方から てきたけ ， ーを て が

きた．」，「 の生活に 満足している．」と ， ーを び た との ト

を感 ており，生活満足度 高い． して生活満足度の高 が ーの「 」につ

が ている とが かがえる． 

本事例 ，高校 代の生活環境が原因 一度 ーから「 」した のの，大学

学と に た生活環境の変化に す く ーを び （「 社会化」）， の

ーを している． の に ，スポーツに する い，部 や 人との

人 関係が る とが分か た． して， ー の 社会化および と生活満

足度との関係 高い とが らかに た． 
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とが き く てし たとい 「 ィ スポーツ経験」をしている． 

2．「大学 学」とい 「生活環境の変化」が運動・スポーツ の「 社会化」に影響を

与えている． 

3．「スポーツ の 社会化」によ て「 ー ・ イト」や「 人」 の「 要

者」との 関係性が か ている． 

4． 少 から 運動・スポーツを経験している とによ て，運動・スポーツ

に するポ ィ イ ー （「スポーツ 」）を している とが運動・スポーツ

の「 社会化」に影響を与えている． 

5．運動・スポーツ の「 社会化」 の生活満足度に影響を している． 

6． の生活に満足している とがスポーツの「 」につ が ている． 

7． 運動・スポーツを する を している． 

 

以上の とから，スポーツの「 」に 「 要 者」の が強く影響している

とが た． して，スポーツを している とによ て の生活満足度

に高い とが らかに た． ，河合ら（2007）や藤原・堺（2010）が行 た 的

研究の を ける の り，質的研究 の が ら たといえる．スポー

ツ の「 社会化」について ，「大学 学」とい 生活環境の変化が影響を与えている

とが らかに た． らに，スポーツ の「 社会化」 の生活満足に強い影響を

しており， の生活に満足している とがスポーツの につ が ている とが

た．したが て，大学 における運動・スポーツ実施 ，大学 における生活満

足度に に強い影響をおよ し， の運動・スポーツに する 定に 影響を与

える とが らかに た．大学 における運動・スポーツ実施の 要性が たと

いえる． 

本研究 インタビュー調査とい 質的 ー を したた ， を一 化 き

い とが本研究の として ら る．加えて，調査 を 大学の学生 10 に た

と 本研究の ． の大学の学生を にし， ン ル を やす とによ

て る が ら る 能性が る． 質的 ー に加えて 的

ー による調査が ら る ． ン ル を やし， 的 ー を す

る とによ て，本研究を する とが 能と り， ら る が る． 

 

1）SSF 笹川スポーツ財団による「青少年のスポーツライフデータ−10 大のスポーツラ

イフに関する調査報告書−」において，2013 年の報告から 運動・スポーツ実施レベルとし

て「レベル 0： 1 年 に たく運動・スポーツをし か た（0 回/年）」，「レベル 1：
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年 1 回以上，週 1 回未満（1〜51 回/年）」，「レベル 2：週 1 回以上週 5 回未満（52〜259 回/

年）」，「レベル 3：週 5 回以上（260 回以上/年）」，「レベル 4：週 5 回以上，1 回 120 分以上，

運動強度『ややきつい』以上」の 5 段階の基準を設け分析している． 
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